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取組の概要

体制図

特定非営利活動法人
美しい村・鶴居村観光協会

○既存の地域資源である酪農や乳製品、湿原などの自然環境等を活用し、地域経済や農村の活性化に資する農泊を展開
○「鶴居村農泊宣言」により、村内全体が連携し、滞在型観光プログラムを構築。

基本情報

●所在地：北海道阿寒郡鶴居村
●選定表彰：
・令和2年度農林水産大臣賞（豊かなむらづ
くり表彰事業農林水産祭むらづくり部門）

・ディスカバー農山漁村の宝第3回選定
・北海道開発局主催「わが村は美しく－北海
道」運動第9回コンクール優秀賞

●主力商品・イベント：
・ワーケーションガイドブック
・ガストロノミーツーリズムガイドブック
●活用した支援施策：
・平成29年度農山漁村振興交付金(農泊推進
対策)

ウェブサイト▶https://tsurui-kanko.com/

地域資源：農林水産物、景観
事業分野：加工・販売、観光・旅行
事業主体：農林漁業者、地元企業

「旅」と「仕事」を楽しむ
子連れワーケーションの推進

ジビエ等の地元の食を味わう
ガストロノミーツーリズム

○「鶴居村農泊宣言」をキャッチフレーズに、釧路湿原やタン
チョウ等の自然資源と、主産業の酪農による乳製品等を活かし
た農泊事業を推進。

○英語HP、SNS、海外現地PR、アフターコロナを見据えたオン
ライン交流などインバウンドを意識した情報発信。

○滞在型観光促進のためサイクルやフットパスのルート設定、宿
泊者に電動アシスト自転車をレンタルするモニター調査を実施。

○ワーケーション等の新たな旅のスタイルとして、「暮らすよう
な旅」や子連れワーケーションによる「旅育」など鶴居ならで
はの旅のかたちを提案。

○村内事業者と連携して貸別荘などの宿泊者をターゲットに、シ
カ肉やチーズ等の特産品セットの配達販売を試行。

○地域資源を活用した商品開発や観光PRにより認知度向上や交流
人口増加を図り、地域消費の拡大や更なる移住の促進を目指す。
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取組の成果
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○鶴居村観光入込客数の推移（人）

○鶴居村総人口の推移（人）
(釧路総合振興局調べ)

(国勢調査市町村別総人口)

H29 H30 R1 R2 R3
204,800 346,200 354,100 280,800 285,400

H22 H27 R2
2,627 2,534 2,558

https://tsurui-kanko.com/
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取組の概要

取組の成果体制図

社会福祉法人誠友会
工房あぐりの里

○平成20年から本格的に農業生産と６次産業化に着手。「誰もが地元で安心して暮らし続けられる地域づくり」を目指
して取り組み、年間40万人が訪れる県内有数の観光スポットとして、障害者・高齢者の活躍の場として、更には地域
の交流拠点として活躍。

基本情報

●所在地：青森県おいらせ町
●選定表彰：
・ノウフク・アワード優秀賞（R3）
・第７回ディスカバー農山漁村の宝コミュニ
ティ部門（R2）

・地産地消等優良活動表彰（交流促進部門）
農林水産大臣賞（H27）

●主力商品・イベント：
・小麦、キクイモ、イチゴ、南国フルーツ等
●活用した支援施策：
・農山漁村振興交付金（農福連携対策）
（R２）

○障害者の就労する場として、新鮮な野菜や南国フルーツを栽培できる大規模なハウスや
直売所、加工施設、レストラン、圃場等が整備されており、土づくりから苗の植え付け、
収穫作業、調理補助や加工作業、動物の世話など職種は多岐にわたる。

○1人1人が抱える症状に合わせて仕事内容を調整するなど、自らの能力とペースで仕事
をこなし、達成感ややりがいを得ながら働けるよう、農業を含む様々な職種の従事者が
障害者とともに働き、支援・連携しながら作業を行っている。

○平均工賃（B型）：16千円（H22）→ 25千円（R2）
○収穫された小麦の取扱店舗：21店
○関連商品：40種類以上を開発・販売
○商品開発：ピクルス、ドレッシング、ふりかけ、漬物等の全9種類の

新商品を開発。

ウェブサイト▶http://agurinosato.jp/index.html

熱帯ハウスのバナナ栽培

地域資源：農林水産物
事業分野：食品、観光・旅行、福祉、教育
事業主体：生産者、高校、NPO法人

野菜加工施設バリアフリーのイチゴ高設栽培

• 株式会社アグリの里お
いらせ（農業法人）

• 工房あぐりの里（福祉
サービス事業所）

• NPO法人平成謝恩会
（地域貢献）

• ふるさとの味研究会
（高齢農業者団体）

• 地元農業者
• 地元公立高校

【観光農園アグリの里おいらせ】

農作業委託・加工品の共同開発
この情報は令和5年3月時点のものです 8
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取組の概要

取組の成果体制図

○循環型畜産、地域との連携、就労環境の向上により、持続可能な農業を実践し、規模拡大と６次産業化を展開。
○南部の馬文化と地域とのつながりを大切にしながら、七戸町の滞在・周遊型観光の拠点として地域振興を推進。

基本情報

 所在地：青森県七戸町
 選定表彰：
・全国肉用牛枝肉共励会(第二部)名誉賞（R3）
・第60回全国農業コンクール 農林水産大臣賞
受賞（H23）

・全国優良畜産経営管理技術発表会 農林水産
大臣賞受賞（H21）

 主力商品・イベント：
・肉牛
・ふれあい牧場（ジェラート、レストラン等）
 活用した支援施策：
・６次産業化推進整備事業（H23）
・農山漁村振興交付金(農泊推進対策)（R1）

○循環型畜産（牛糞堆肥を肥料に飼料作物を生産等）を実践し、地域の同業者及び農業
者とも連携しつつ、オリジナルブランド牛を含む1.5万頭を肥育。

○豊かな社会生活に向け、自然や動物に触れ合える牧場を解放し、手作りのジェラート
店、自社牛肉のレストランを整備、地域の歴史的建物である南部曲屋育成厩舎を改修。

○七戸町「南部の馬文化」活用協議会と連携し、自社所有のふれあい牧場を滞在・周遊
型観光及びインバウンド対応の観光交流の中核拠点として地域振興を推進。

○６次産業化の売上高：２億円（R3）
○雇用機会の創出：30人（R3）
○ふれあい牧場への来場者数：約20万人（R3）

ウェブサイト▶https://www.kaneko-farm.jp/

手作りのジェラート（ジャー
ジー牛のミルク使用）

牧場レストランNARABI
黒毛和牛ステーキ

七戸の馬文化の記憶を伝える南部曲
屋育成厩舎（登録有形文化財）

有限会社金子ファーム
＜ふれあい牧場（75ha）＞ 七戸町「南部の馬

文化」活用協議会

連携

肉 牛
（ナミキ和
牛など）

酪 農
(ジャージー
種など）

飼料作物
（デントコー
ン、牧草）

６ 次 産 業 化
（ジェラート、
レストラン、加
工食品、観光）

有限会社
金子ファーム

地域資源：農林水産物、牧場、南部曲屋育成厩舎
事業分野：畜産、加工・販売、観光・旅行
事業主体：農林漁業者、地元協議会

株式会社NAMIKI
デーリィファーム

連携

事例
1002-02

この情報は令和5年3月時点のものです 9

https://www.kaneko-farm.jp/


○研究会に参加している企業：21社
○特徴的な新商品の開発、情報発信
○開発商品数：17品

取組の概要

気仙沼⽔産資源活⽤研究会

○豊かな水産資源（フカ・ホヤ等）を活用し、食品から化粧品まで幅広い商品を開発し、「kesemo」としてブランド
化。メディアで紹介されるほか小学校テキストへ掲載されることにより同市の水産加工業の認知度が向上。

地域資源：農林水産物
事業分野：食品、健康・医療
事業主体：市、地元企業、地域おこし協力隊

体制図

基本情報

●所在地：宮城県気仙沼市
●選定表彰：
・第８回「ディスカバー農山漁村の宝」(R3) 
・令和元年度フード・アクション・ニッポン・
アワード 入賞

●主力商品：
・水産加工製品ブランド「kesemo」
（調味料、化粧品、化成品、ペットフード等）
●活用した支援施策：
・新しい東北事業助成金
・地方創生加速化交付金
・地方創生推進交付金

○地元企業の知恵と思いを結集させ、気仙沼市の豊かな水産資源を活用した水産加工製
品ブランド「kesemo」を立ち上げ。機能性食品や調味料、化粧品、化成品、ペット
フードなど、市場に左右されない高付加価値でさまざまな領域の加工品を開発。

○フカコラーゲンを使った洗顔料や化粧品、ホヤを使った醤油やソース等の特徴的な新
商品の開発、情報発信を実施。

○開発した商品のメディアでの紹介や、全国の小学校で使用されるテキストに掲載され
るなど、気仙沼の水産加工業をアピール。

○ホヤドレッシングを学校給食に提供するためにクラウドファンディングを実施。

ウェブサイト▶https://kesemo.com/

イベント等での研究会のPR,商品販売

取組の成果

開発商品ブランドネーム「kesemo」の共通ロゴ

気仙沼で獲れる
豊かな水産資源
（サメ等）

捨てられる
未利用資源
（ホヤ殻等）

外部専門家/大学/研究機関
（研究開発、販売戦略、マーケティング、
プロモーション、ブランディング）

機能性食品、
化成品、美容品

などの
高付加価値製品

気仙沼市

全体進捗会議

気仙沼⽔産資源活⽤研究会

報告・提言

機
能
性
成
分
に
着
目
・
抽
出

研
究
開
発
・
試
作
品
開
発
等連携・協働

事例
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取組の概要

取組の成果体制図

蔵王農泊振興協議会
○蔵王連峰や温泉などの観光資源に加え、陶芸体験や観光農園などの体験コンテンツを充実させ、空き家を活用した宿
泊、地域食材を使った食とパッケージとして「農泊」を提供することで関係人口・交流人口の増加を図る。さらに、
宿泊施設にWi-Fi環境を整備し、テレワークやワーケーションを促進。

基本情報

●所在地：宮城県蔵王町
●選定表彰：
・第８回「ディスカバー農山漁村の宝」(R3)
●主力商品・イベント：
・日本版「アルベルゴ・ディフーゾ」認証
・農泊

観光・体験コンテンツ
宿泊（空き家の活用、Wi-Fi整備）
食（農家レストラン、地域食材を使った

弁当、ケータリング）
●活用した支援施策：
・農山漁村振興交付金（農泊推進対策）

○陶芸体験等、地域の文化・歴史に触れることのできる新たな体験コンテンツの導入、
地域の食材を使った新メニュー開発ワークショップの実施など、観光資源を充実。

○コロナ以降はワーケーション、マイクロツーリズム等の新たなターゲットに切り替え、
コロナ前よりも観光客が増加。

○廃温泉や木材等の再生可能エネルギーの活用や農福連携にも取り組む。
○宿泊施設等においては障害者や高齢者等、社会的マイノリティを積極的に登用。

○農泊関連売上：500万円（H30）→3億2千万円（R3）→5億円(R4見込)
R4内訳 宿泊・食事等4億円、宿泊者物件購入金額1億円

○宿泊者数：695人（H30）→3万8千人（R3）→4万2千人（R4見込）
○新規雇用者数：18人（R3）20人（R4見込）
○農泊振興協議会が関わる移住相談件数 150人（R4見込）
○農泊振興協議会が関わる移住者数 18組（R4見込）

ウェブサイト▶https://zao-nouhaku.jp/

空き家を改修した宿泊施設

地域資源：文化・歴史、観光地、農林水産物、空き家、荒廃農地
事業分野：食品、観光・旅行、福祉、エネルギー、情報通信
事業主体：地域協議会

体験コンテンツ（陶芸体験）ワーケーションにも対応

蔵王農泊振興協議会

事務局
（中核団体）

宿泊
部門

農業の商品化・
ブランド化関連

体験プロ
グラム関連 その他

・株式会社
ガイア

・NPO法人
蔵王町
協議会

・株式会社
ガイア

・蔵王夢づくりの会
・農事組合法人蔵王
わくわくファーム

・蔵王福祉の森構想
委員会

・蔵王移住相談室
・蔵王夢づくりの会
・農業組合法人蔵王
わくわくファーム

・蔵王町

この情報は令和5年3月時点のものです 11
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取組の概要

取組の成果体制図

有限会社
伊豆沼農産

○「農業を食業に変える」を経営理念に掲げ、米や野菜の生産、養豚と豚肉加工のほか、地域農産品の直売所、農家レ
ストランの運営、食育や観光につながる体験教室、キャンプ場を活用した農泊を実施。

基本情報

●所在地：宮城県登米市
●選定表彰：
・第６回「ディスカバー農山漁村の宝」（R1）
・６次産業化アワード食料産業局長賞（R1）
・地産地消等優良活動表彰農林水産大臣賞
（R3）

●主力商品・イベント：
・豚、米、野菜、ブルーベリー
・ウインナー作り体験、交流型ツアー
・キャンプ、オンラインウインナー体験
●活用した支援施策：
・農山漁村活性化プロジェクト支援交付金
・都市農村共生対流総合対策交付金
・農山漁村振興交付金（農泊推進対策）

○100戸以上の地元契約農家で構成される「伊豆沼農産直売会」や、地元の養豚家で構
成される「伊達の赤豚会」等と連携して生産した農畜産物や加工品を直営の直売所や
レストランで販売。

○子どもたちがウインナー作りなどで生産過程を理解できる「食農体験教室」を開校し
ているほか、自社土地内に３万m2の食農体験ファーム「ラムサール広場」をオープン。

○伊豆沼を訪問した観光客が自然散策や地元農畜産物を使ったバーベキューが楽しめる。
地元の高齢者がガイド・受入をする農村体験、オンラインウインナー体験も人気。

○100名以上の地元農家の生産物を直売所で販売し、約4.5億円の売上
（R4）

○「食農体験教室」の利用者：年間3,000人超
○キャンプ、オンラインウインナー体験を活用した農泊事業の利用者：年
間1,000組超

ウェブサイト▶https://www.izunuma.co.jp/

豚肉を使ったハム、ソーセージ

地域資源：農畜産物、ラムサール条約湿地
事業分野：食品、観光・旅行、福祉、教育
事業主体：生産者、地域協議会、大学

直売所「くんぺる」店舗外観 手作りウインナー体験

事例
10

この情報は令和5年3月時点のものです
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取組の概要

取組の成果体制図

基本情報

 所在地：茨城県行方市

 選定表彰：
・第56回農林水産祭天皇杯（H29）
・関東農政局ディスカバー農山漁村の宝
優良事例選定（R1）

 主力商品・イベント：
・かんしょの加工品
・農業体験イベント・食育

 活用した支援施策：
・食品産業の輸出向けHACCP等対応
施設整備事業（R2）

○１年中季節ごとに楽しめる農業体験型のテーマパークで、しっとりおいもスイーツを
提供。

○地産地消のレストランやマルシェ、「焼き芋ファクトリーミュージアム」による食農
教育等のほか、景観を活かし、自然と触れ合えるグランピングを展開。

○地元JAや生産者、行方市や鹿島アントラーズと連携した農業体験・観光誘致を実施。

○従業員：正社員50名の他に、多様な人材からなる地域社員とパート社員
を雇用することで、新たな雇用機会を創出。R4は100名。

○来場者数：15万人（H27）→28万人（R1）（週6日営業）
現在はコロナ対策のため、土日祝のみの営業

ウェブサイト▶https://www.namegata-fv.jp/

ファームグランピングかんしょの加工品 農業体験イベントの様子

(株)なめがた
しろはとファーム

地元JA連携

６次化茨城
生産製造
Division

６次化ファーム
トゥーザテ－ブル
（営業部門）

６次化ファーム
トゥーザ農業Division
（農業実践部門）

株式会社
なめがたしろはとファーム

地域資源：農林水産物、景観
事業分野：食品、観光・旅行、アウトドア
事業主体：農林漁業者、地元企業

○茨城県鹿行地域を中心に県内で53haのほ場でかんしょを生産し、菓子加工や飲食店等での販売を実施。
○行方市の廃校を利用した体験型農業のテーマパーク「らぽっぽ なめがたファーマーズヴィレッジ」を創設。

生産者 行方市

鹿島アントラーズ

事例
1008-01

この情報は令和5年3月時点のものです 13
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